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No. 

304　

平
成
24
年
7
月
15
日
発
行

編
集
・
発
行　

連
合
駿
台
会

　
　

広
報
委
員
長　

齋
藤
柳
光

〒
101- 

0052
千
代
田
区
神
田
小
川
町
三
︱
二
二

　
　
　
　

明
治
大
学
「
紫
紺
館
」
内

電
話
（
〇
三
）
三
二
九
六
︱
四
七
四
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
三
）
三
二
九
六
︱
四
七
四
八

印
刷　

有
限
会
社　

美　

創

い
て
、
圷
専
務
理
事
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。
会
員
数

に
つ
い
て
は
、
期
末
の
人
数
が
期
首
の
人
数
を
上
回

る
こ
と
（
実
質
的
会
員
数
増
）
に
な
っ
た
の
は
、
当

会
発
足
以
来
初
の
こ
と
で
あ
る
と
の
補
足
説
明
も

あ
っ
た
。

▽
平
成
二
十
三
年
度
の
収
支
計
算
書
・
正
味
財
産
増

減
計
算
書
・
年
度
末
貸
借
対
照
表
・
財
産
目
録
に
つ

い
て
、
大
山
卓
良
財
務
委
員
長
か
ら
以
下
の
報
告
・

説
明
が
あ
っ
た
。

・
 

収
支
計
算
書
の
「
収
入
の
部
」
に
関
し
て
は
、
当

期
収
入
予
算
額
１
７
０
０
万
円
に
対
し
、
決
算
額

１
７
３
１
万
１
７
１
３
円
で
対
予
算
比
一
〇
一
・

八
％
と
な
っ
た
。「
支
出
の
部
」
で
は
、
総
務
費

が
予
算
額
４
２
０
万
円
に
対
し
決
算
額
４
５
８
万

１
２
４
４
円
（
対
予
算
比
一
〇
九
・
一
％
）。
事

業
費
で
は
、
各
委
員
会
運
営
費
が
予
算
額
２
１
７

５
万
円
に
対
し
決
算
額
２
２
６
６
万
２
５
２
３
円

（
対
予
算
比
一
〇
四
・
二
％
）、
そ
の
他
の
事
業
費

（
慶
弔
費
）
が
予
算
額
２
０
万
円
に
対
し
決
算
額

１
０
万
２
千
円
（
対
予
算
比
五
一
・
〇
％
）
だ
っ

た
。
事
業
費
の
ト
ー
タ
ル
で
は
、
予
算
額
２
１
９

第
五
十
八
回
連
合
駿
台
会
総
会
を
開
催

第
五
十
八
回
連
合
駿
台
会
の
通
常
総
会
が
、
平
成

二
十
四
年
五
月
十
八
日
（
金
）
十
八
時
よ
り
、
明
治

大
学
「
紫
紺
館
」
三
階
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
山
口
政
廣
会
長
が
開
会
を
宣
言
し
、
規
約

の
第
五
章
・
第
十
三
条
に
従
い 

会
長
が
議
長
と
な

り
、
圷
昭
二
専
務
理
事
の
議
事
進
行
に
よ
り
、
議
案

の
審
議
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。
議
事
録
署
名
人
に

は
、
佐
藤
健
副
会
長
、
小
柴
和
弘
常
任
理
事
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

○
第
一
号
議
案

　

�

平
成
二
十
三
年
度
事
業
報
告
書
、
収
支
計
算
書
、

正
味
財
産
増
減
計
算
書
、
貸
借
対
照
表
・
財
産
目

録
の
報
告
、
な
ら
び
に
監
事
に
よ
る
監
査
報
告
承

認
の
件

▽
平
成
二
十
三
年
度
の
事
業
報
告
（
①
例
会
・
総

会
、
②
理
事
会
、
③
組
織
・
会
員
増
強
委
員
会
、
④

正
・
副
会
長
会
、
第
三
回
連
合
駿
台
会
オ
ー
プ
ン
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
、
⑤
会
報
発
行
、
⑥
会
員
状
況
）
に
つ

５
万
円
に
対
し
決
算
額
２
２
７
６
万
４
５
２
３
円

（
対
予
算
比
一
〇
二
・
六
％
）
と
な
っ
た
。
ま
た

予
備
費
５
０
万
円
は
支
出
が
な
か
っ
た
た
め
、
当

期
支
出
合
計
は
、
予
算
額
２
６
６
５
万
円
に
対
し

決
算
額
２
７
３
４
万
５
７
６
７
円
で
、
対
予
算
比

は
一
〇
二
・
六
％
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
当
期

収
支
差
額
は
予
算
額
マ
イ
ナ
ス
９
６
５
万
円
に
対

し
決
算
額
マ
イ
ナ
ス
１
０
０
３
万
４
０
５
４
円

（
対
予
算
比
一
〇
四
・
〇
％
）。
当
期
収
支
差
額
が

マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
大
学
の
一
三
〇

周
年
に
対
し
て
１
０
０
０
万
円
の
寄
付
金
を
行
っ

た
た
め
で
あ
る
。
よ
っ
て
前
期
繰
越
収
支
差
額
５

３
４
３
万
３
３
９
３
円
と
相
殺
し
て
、
次
期
繰
越

収
支
差
額
は
４
３
３
９
万
９
３
３
９
円
と
な
っ

た
。

・
 

正
味
財
産
増
減
に
関
し
て
は
、
当
期
収
支
差
額
分

１
０
０
３
万
４
０
５
４
円
が
正
味
財
産
減
少
額
に

な
り
、
当
期
正
味
財
産
残
高
は
６
１
３
９
万
９
３

３
９
円
に
な
っ
た
。 

貸
借
対
照
表
の
「
資
産
の

部
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
預
金
と
Ｍ

Ｍ
Ｆ
で
、「
負
債
・
正
味
財
産
の
部
」
で
は
、
源

泉
預
り
金
（
４
万
９
１
７
０
円
）、
有
志
寄
付
金

（
１
８
０
０
万
円
）
と
繰
越
収
支
差
額
（
４
３
３

９
万
９
３
３
９
円
）、
を
含
め
て
、
合
計
６
１
４

４
万
８
５
０
９
円
と
な
っ
た
。

▽
監
査
報
告
（
野
口
昌
宏
監
事
）

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
規
約
第
六
章
・
第
十
八
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
五
月
十
五
日
付
け
で
野
口
昌
宏
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監
事
・
坂
田
英
夫
監
事
が
監
査
を
し
た
結
果
、
会
務

の
執
行
は
当
会
の
規
約
に
従
い
、
総
会
並
び
に
理
事

会
の
決
議
に
基
づ
き
誠
実
に
行
わ
れ
て
お
り
、
一
般

会
計
は
い
ず
れ
も
適
正
に
処
理
さ
れ
て
お
り
、
計
算

書
類
は
本
会
の
収
支
及
び
財
産
の
状
況
を
正
し
く
示

し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

第
一
号
議
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
承

認
さ
れ
た
。

○
第
二
号
議
案

　

役
員
改
選
に
つ
い
て

▽
平
成
二
十
三
年
度
の
事
業
報
告
と
二
十
四
年
度
の

事
業
計
画
（
案
）・
収
支
予
算
（
案
）
を
併
せ
て
、

整
合
性
の
取
れ
る
形
で
判
断
い
た
だ
く
た
め
、
ま
ず

第
二
号
議
案
で
次
年
度
の
役
員
に
つ
い
て
諮
り
、
承

認
後
に
第
三
号
議
案
に
つ
い
て
、
各
委
員
長
に
説
明

い
た
だ
く
と
い
う
補
足
説
明
が
あ
っ
た
。

新
役
員
候
補
に
つ
い
て
は
、
別
添
「
役
員
一
覧
・

運
営
組
織
表
」（
案
）
を
参
照
の
こ
と
。

・
 

新
し
い
組
織
と
し
て
は
「
運
営
委
員
会
」
を
設
立

し
、
各
委
員
会
活
動
状
況
に
関
す
る
、
情
報
シ
ェ

ア
お
よ
び
意
見
交
換
、
会
全
体
の
活
動
に
つ
い
て

の
提
案
と
討
議
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

・
 

昨
年
度
ま
で
は
、
各
委
員
長
は
「
副
会
長
」
が
就

任
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
今
年
度
か
ら
は

委
員
長
職
と
し
て
「
常
務
理
事
」
を
復
活
さ
せ
、

新
し
く
二
名
の
方
が
就
任
す
る
。

第
二
号
議
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
承

認
さ
れ
た
。

○
第
三
号
議
案

　

�

各
委
員
会
の
平
成
二
十
三
年
度
事
業
報
告
お
よ
び

平
成
二
十
四
年
度
事
業
計
画
（
案
）・
収
支
予
算

（
案
）
承
認
の
件

▽
山
口
会
長
よ
り
平
成
二
十
四
年
度
の
連
合
駿
台
会

活
動
基
本
方
針
に
関
し
て
は
、
従
来
の
方
針
を
踏
襲

し
て
、
基
本
的
に
は
こ
れ
で
進
め
た
い
と
い
う
報
告

が
あ
っ
た
。

＊

▽
総
務
・
事
業
委
員
会　

古
賀
慎
一
郎
副
委
員
長

〈
平
成
二
十
三
年
度
事
業
報
告
〉

①　

 

平
成
二
十
四
年
三
月
に
第
三
回
連
合
駿
台
会

オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し
た
。

②　

十
一
月
の
例
会
を
忘
年
会
例
会
と
し
た
。

③　

正
・
副
会
長
会
を
、
八
月
に
開
催
し
た
。

④　
 

創
立
一
三
〇
周
年
記
念
事
業
で
、
大
学
へ
の
提

言
・
要
望
等
の
と
り
ま
と
め
を
行
っ
た
。

〈
平
成
二
十
三
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
（
案
）〉

①　

 

大
学
お
よ
び
諸
校
友
関
係
団
体
と
交
流
を
図

り
、
連
携
を
促
す
。

②　

 

各
委
員
会
に
属
さ
な
い
そ
の
他
諸
業
務
を
行
う
。

③　

 

平
成
二
十
四
年
度
年
間
計
画
に
基
づ
き
、
前
年

に
引
き
続
き
事
業
を
円
滑
に
進
め
る
。

④　

 

会
員
の
ニ
ー
ズ
を
調
査
分
析
し
、
当
会
の
活
性

化
策
を
検
討
す
る
。

⑤　

 

例
会
の
ほ
か
、
ゴ
ル
フ
・
忘
年
会
な
ど
、
時
節

に
ふ
さ
わ
し
い
計
画
を
立
て
、
開
催
す
る
。

【
収
支
予
算
】　

５
６
５
万
円

▽
組
織
・
会
員
増
強
委
員
会　

丸
山
律
夫
委
員
長

〈
平
成
二
十
三
年
度
事
業
報
告
〉

①　

入
会
前
の
入
会
審
査
…
五
回

②　

 

全
体
委
員
会
…
二
回
（
新
活
動
方
針
お
よ
び
会

員
増
強
に
つ
い
て
）

〈
平
成
二
十
四
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
（
案
）〉

①　

入
会
審
査
（
主
と
し
て
例
会
当
日
）

②　

会
員
増
強
活
動
（
本
年
度
目
標
五
十
名
）

③　

入
会
資
格
の
見
直
し

④　

入
会
審
査
方
法
の
見
直
し

⑤　

新
入
会
員
の
定
着
方
法
の
検
討

【
収
支
予
算
】　

３
０
万
円

▽
広
報
委
員
会　

斎
藤
柳
光
新
委
員
長

〈
平
成
二
十
三
年
度
事
業
報
告
〉

①　

 

連
合
駿
台
会
報
で
、
広
報
委
員
が
順
番
制
で
編

集
後
記
を
担
当
す
る
こ
と
に
よ
り
、
紙
面
へ
の

関
心
度
を
高
め
た
。

②　

 

第
２
９
３
号
以
降
の
カ
ラ
ー
化
も
軌
道
に
乗

り
、
二
十
三
年
十
一
月
号
発
行
分
で
第
３
０
０

号
を
通
過
し
た
。

〈
平
成
二
十
四
年
度　

事
業
計
画
・
収
支
予
算
（
案
）〉

①　

 

会
報
な
ど
に
よ
る
母
校
明
治
大
学
の
相
互
理
解

を
深
め
る
広
報
活
動
を
行
う
。

②　

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
会
報
と
連
動
す
る
こ
と
や
定
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期
更
新
で
き
る
よ
う
強
化
し
て
い
く
。

③　

 

会
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
会
員
の
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
や
業
務
内
容
な
ど
を
紹
介
し
て
活
性
化
を
促

す
。

【
収
支
予
算
】　

１
８
０
万
円

▽
大
学
支
援
委
員
会

〈
平
成
二
十
三
年
度
事
業
報
告
〉　　

圷
昭
二
委
員
長

①　

 

明
治
大
学
未
来
サ
ポ
ー
タ
ー
募
金
に
対
す
る
寄

付
金
１
０
０
０
万
円
。（
た
だ
し
資
金
は
ジ
パ

ン
グ
株
式
売
却
益
の
一
部
を
充
当
し
た
）

②　

 

例
年
通
り
連
合
駿
台
会
学
術
賞
・
学
術
奨
励
賞

の
授
与
を
行
っ
た
。
今
年
度
は
若
手
教
員
向
け

の
学
術
奨
励
賞
を
三
人
ま
で
増
員
し
表
彰
し
た
。

③　

 

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
旧
称
：
文
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

な
ど
、
恒
例
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
支
援
を

実
施
し
た
。

〈
平
成
二
十
四
年
度　

事
業
計
画
・
収
支
予
算
（
案
）〉

舟
橋
達
彦
新
委
員
長

大
学
発
展
た
め
の
連
携
を
強
化
し
、
大
学
が
行

う
「
教
育
」「
研
究
」
お
よ
び
「
社
会
貢
献
」
の
諸

活
動
に
協
力
し
支
援
す
る
。（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
広

報
委
員
会
に
移
管
）

①　

 

駿
台
懇
話
会
の
開
催
（
学
術
賞
・
学
術
奨
励
賞

の
授
与
、
平
成
二
十
五
年
一
月
下
旬
予
定
）

②　

 

リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
寄
付
講
座
の
実
施
（
春

／
六
月
一
日
、
秋
／
十
月
上
旬
予
定
）

③　

 

第
十
五
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
へ
の
支
援

（
平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
一
日
予
定
）

④　

 

明
治
大
学
産
学
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
共
催

（
平
成
二
十
四
年
秋
に
開
催
予
定
）

⑤　

大
学
が
主
催
す
る
諸
行
事
の
共
催
お
よ
び
支
援

⑥　

 

そ
の
他
（
会
員
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
、
当
会

が
誇
れ
る
支
援
は
何
な
の
か
を
考
え
る
。
特
に

学
生
・
留
学
生
・
父
母
会
な
ど
を
視
野
に
入
れ

て
、
も
っ
と
積
極
的
な
支
援
を
図
る
）

【
収
支
予
算
】　

５
９
０
万
円

▽
財
務
委
員
会

〈
平
成
二
十
三
年
度
事
業
報
告
〉　

大
山
卓
良
委
員
長

①　

 

明
治
大
学
創
立
一
三
〇
周
年
記
念
事
業
に
多
額

の
寄
付
金
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

②　
 

年
会
費
の
徴
収
に
努
力
し
た
結
果
、
未
納
会
員

数
は
前
年
度（
五
十
四
名
）よ
り
半
減
し
て
い
る
。

　
　

 
会
費
納
入
者
数
…
３
１
６
名
（
休
会
員
を
除

く
、
地
方
会
員
４
８
名
含
む
）

　
　

う
ち
未
納
者
数
２
６
名
（
八
・
二
％
）

　

※ 

過
去
三
年
間
（
平
成
二
十
～
二
十
二
年
度
平
均

は
一
五
・
八
％
）

〈
平
成
二
十
四
年
度
事
業
計
画
（
案
）〉

谷
慈
義
新
委
員
長

①　

 

入
会
金
、
年
会
費
、
広
告
料
、
寄
付
金
な
ど
、

当
会
資
産
の
管
理
、財
政
基
盤
の
強
化
を
す
る
。

②　

 

当
会
資
産
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
協
議
、
使
途

な
ど
を
提
案
す
る
。

③　

 

新
し
い
連
合
駿
台
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
、新
し
い
大
学
支
援
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
。

【
平
成
二
十
四
年
度
収
支
予
算
（
案
）】　

①　

 

収
入
の
部
で
は
、
年
会
費
収
入
は
１
６
５
０
万

円
で
、
前
期
比
で
２
３
０
万
円
増
え
て
い
る
。

問
題
は
例
会
費
収
入
（
２
０
７
万
円
）
を
い
か

に
増
や
す
か
で
あ
り
、
こ
れ
に
関
し
て
、
運
営

委
員
会
で
財
務
の
立
場
と
し
て
厳
し
い
意
見
を

述
べ
て
い
き
た
い
。

②　

 

支
出
の
部
で
は
、
総
務
費
は
４
７
０
万
円
で
前

期
比
５
０
万
円
プ
ラ
ス
だ
が
、
こ
れ
は
新
し
い

コ
ピ
ー
機
を
導
入
し
、
印
刷
費
が
増
加
し
た
た

め
で
あ
る
。
事
業
費
は
１
３
６
５
万
円
で
、
大

学
支
援
委
員
会
費
が
、
昨
年
の
一
三
〇
周
年
の

寄
付
金
（
１
千
万
円
）
を
除
い
て
も
、
前
期
よ

り
１
５
０
万
円
増
え
て
い
る
し
、
広
報
委
員
会

費
も
５
０
万
円
の
増
額
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
支

出
と
収
入
の
バ
ラ
ン
ス
が
正
し
い
の
か
、
ま
た

年
会
費
が
こ
れ
だ
け
集
ま
る
の
か
ど
う
か
、
と

考
え
る
と
、
も
し
収
入
が
十
分
で
な
け
れ
ば
、

支
出
の
面
で
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
に
そ
の
他
の
事
業
費
２

０
万
円
、
予
備
費
５
０
万
を
合
わ
せ
て
、
当
期

支
出
合
計
は
１
９
０
５
万
円
だ
が
、
こ
れ
を
収

入
合
計
１
９
１
９
万
円
か
ら
引
い
た
１
４
万
円

が
当
期
収
支
差
額
と
な
る
。

③　

 

昨
年
度
は
１
千
万
円
の
寄
付
金
を
し
た
が
、
こ
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れ
を
今
年
も
、
来
年
も
…
…
、
と
い
う
声
も
聞

か
れ
る
が
、
昨
年
は
あ
く
ま
で
も
一
三
〇
周
年

と
い
う
特
別
な
節
目
の
年
だ
っ
た
、
と
い
う
こ

と
で
歯
止
め
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
。
と
い
う
の
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
当
期

収
支
差
額
は
１
４
万
円
で
赤
字
に
も
な
り
か
ね

な
い
。
会
員
の
方
か
ら
集
め
た
年
会
費
の
う

ち
、
多
く
の
比
率
の
も
の
が
た
だ
大
学
に
行
く

と
な
る
と
、
そ
れ
が
連
合
駿
台
会
の
あ
る
べ
き

姿
だ
ろ
う
か
？　

と
い
う
こ
と
も
考
え
な
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

第
三
号
議
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
承

認
さ
れ
た
。

○
第
四
号
議
案

　

そ
の
他

▽
休
会
員
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
立
場
か
？

①
正
式
に
休
会
届
を
提
出
さ
れ
た
方
、
②
年
会

費
が
三
年
以
上
未
納
で
、
し
か
し
正
式
に
退
会
は
さ

れ
て
い
な
い
方
の
二
通
り
あ
る
。
か
つ
て
の
役
員
か

ら
、
名
前
は
残
し
て
お
く
よ
う
に
言
わ
れ
、
そ
の
ま

ま
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
理
事
会
に

諮
り
、
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

▽
振
込
先
銀
行
に
つ
い
て

管
理
す
る
側
か
ら
考
え
る
と
、
年
会
費
振
込
先

が
複
数
の
銀
行
に
わ
た
る
と
、
業
務
が
煩
雑
に
な
る

の
で
、
で
き
れ
ば
一
つ
の
銀
行
に
集
中
し
た
い
が
、

ご
意
見
に
関
し
て
は
検
討
し
た
い
と
思
う
。

平成24年度　例会日程予定表

年 月日 開始 会場 講師 備考

平成24
（2012） 7月18日（水） 18:00 明治大学

「紫紺館」 平山長雄氏 暑気払い

9月20日（木） 12:00 明治大学
「紫紺館」 未定

11月21日（水） 18:00 明治大学
「紫紺館」 未定 忘年会

平成25
（2013）

1月下旬頃
（23日 ｏｒ 30日） 17:30 明治大学

「リバティタワー」
学術賞受賞者

記念講演 駿台懇話会

3月27日（水） 18:00 明治大学
「紫紺館」 未定

5月17日（金） 18:00 明治大学
「紫紺館」 講演なし 総会

※ 駿台懇話会の会場はリバティタワー、それ以外の会場はとりあえず「紫紺館」を予定しているが、変更になる場合もあり。
※大学の新施設を見学するツアーを企画する予定。
※季節のよい頃に、第４回オープンゴルフコンペを開催予定。
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平成 24 年度　活動基本方針
「より多くの明大の卒業生が、他大学にはない特別の愛校心を抱けるよう、卒業生、教員、職員、

��在校生など全ての関係者が団結し、相互に絆を深めるためのリーダー的役割を果たす」

❶【各種事業の実施】
会員の知識を広く深め、相互に交換し、

会員の社会的地位の向上と社会への貢献を
図るため大学の学術奨励、講演会・セミナー
の開催、ボランティア活動の実施、親睦会
の開催等、親睦会の開催等、各種事業を実
施する。

❷【大学の発展への寄与】
大学の発展に寄与するため、学術奨励表

彰を行うと共に、Joint Speech Program の

実施、学生の講演会への招待・啓蒙および
国際人養成支援等を実施し、大学との連携
を強化する。

また、適宜、大学への提言を行う。

❸【大学との連携を強化】
大学との連携をより強く進めていくため、

大学支援委員会を中心に、知的資産の運用
やビジネスインターンシップの実施等に力
を注いでいく。他大学とは「私立大学経済
人連携会議」等という形で、知的資産の運
用の連携も引き続き模索する。

❹【ネットワークの構築】
校友関係組織の中で、本会を名実共にレ

ゾン・デートルのある会として発展させる
ため、幅広いネットワークの構築に努める。

❺【幅広い世代による運営】
会員増強を一層強力に進め、特に若年会

員の勧誘に力を入れ、会員年齢構成をバラ
ンスのとれたものにし、企業交流を通じて
会の活性化を図る。
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